
 
 

大人が変われば子どもも変わる 
～ 語り合いから始まる信頼の輪 築こう「地域・家庭」 ～ 

 

集 会 テ ー マ 

  

 

 三者一体となった
青少年育成 

 

飛騨市青少年育成推進連絡協議会 

古川部会長 伊倉 牧人 

おわりにあたり 

今年度におきましても、各育成会長様をはじめ運営委員様のお力により、

滞りなくふれあい集会全体会議を開催できましたこと推進員一同心より感

謝申し上げます。 

今年度より社会情勢などを鑑みながら、地区ふれあい集会を任意開催と

いう形へと変更を試みました。数多くの地区で今年度の開催は見送るとい

う事でありましたが、お互いの顔が見える関係、気軽に話せる地域づくり

という目標は今後も大切にすべき事と考えており、昨今の災害の状況から

力強い地域の関係構築が命を守る手立てになるのではないかと考えていま

す。微力ではありますが今後も地域づくりの後押しとなれることを目標に

活動を行っていきます。 



各地区ふれあい集会の様子...

▶花火時の注意点等の講話と

　花火大会

地域 区 開催日 内容 参加人数

東部

19区 8月9日 子どもの様子(子ども会行事にて) 30名

20区 8月11日 子ども会行事内で交流 20名

21区 9月30日 地域の子どもとの関わり方 10名

22区 9月7日 子どもや生活の中での安全 15名

23区 6月29日 井戸端会議 10名

中央 全区 夏休み ラジオ体操の集まりを活用 30名

西部

12区 7月上旬 WEBフォームでのアンケート 16名

17区 9月13日 子どもと家庭を守る防犯啓発 20名

18区 6月22日 防犯・詐欺事例について 14名

高野区 8月20日 親子交流(子ども会行事にて) 32名

北部

13・14区 7月10日 インターネットやSNSについて 中止

24区 7月11日 飛騨市の子育て世代の現状 17名

25区 7月3日 知りたいこと、聞きたいこと 9名

袈裟丸 袈裟丸区 7月12日 花火実施時の注意点について 28名

五ヶ村 寺地区 夏休み ラジオ体操 -

イベントで子どもも
楽しみつつ、大人も
気になっていること
など交流

▶地域住民が集まって

　座談会

○例年通りの方法で

改革中
の

不審者・クマ情報や小
学生の通学など住民間
共有での対策を再確認
する場に

子育て応援課職員から
データなどを基に現状
を聞き、取り巻く環境
について学び考える

地区内の危険個所や
気になっていること
の共有の場に

▶子育て世代の現状に

　ついての講話

▶井戸端会議

○子ども会行事と一緒に

花火時に気を付けたい
ことを親子で確認し、
安全に花火を楽しむ

▶旅行や交流会等で交流

▶役員会を利用して情報共有

▶ラジオ体操を利用して

　情報共有

子ども会役員会での
集まりを活用して地
域話題なども交流

参加する子どもを確
認したり、子どもの
様子を見たり...

○他にもこんなやり方も

▶アンケートを実施・共有

「ネット時代の子どもと親の関係

に関するアンケート」実施し、

参集はないが思いを共有

○実施しない選択も

▶全体会議分散会を代替

▶全体会議と変わらないから

分散会で地区集会みたいな

意見交流できればそれでいい

例年の実施も役員のみの参加

集まりはあるから必要がない

開催した地区の内容一覧

▶全体会議での情報を共有

全体会議での講演内容や資料をま

とめた資料を作成し、各家庭へ配

布、家族での話し合いを促す


